


アフターサービス･･･ご使用中異常が生じた場合は直ちに使用を中止し、電気工事店(販売店)にて、不具合状況を確認してもらい
　　　　　　　　　 代品と交換してください。交換後は安定器を調査するため返却をお願いします｡
　　　　　　　　　 なお、返却する際、安定器の形式およびお買い上げ時期をお忘れなくお知らせください。

インバータの取り付けかた 図は取り扱いを説明するため一部省略抽象化しております。

必ず電源が遮断されていることを確認の上、作業を行ってください。

1.照明器具のランプ及び反射板を取り外してください。

〈インバータ取付上の注意〉
 ●[図3]に示すようにしてください。
   注)ランプ線は片道3ｍ以下で配線してください。 

●本安定器は、器具内専用です。別置はできません。●必ずアースを取り付けてください。アースは法律によりD種接地工事が必要で
す。●配線材はバラ線を使用し、集合線、平行線、多芯ケーブルおよびシールド線は使用しないでください。●調光はできません。
●防湿・防雨形器具など湿度の高い場所に使用される照明器具には使用できません。●密閉形器具、看板灯など安定器周囲温度が高く
なる照明器具には使用できません。●密接して配置された建築化照明など照明器具の周囲温度が特に高い場所(35℃以上)では使用でき
ません。●本安定器は、FHF32,FLR40S,FLR40S/36,FL40S,FL40SS/37と組合わせてご使用ください。●安定器交換に際しては、十分な事
前調査、適合安定器の選択、他の関連部品の点検・交換及び適正な交換工事が必要です。●安定器交換された既存器具のソケット、端
子台、リード線などの不具合については、交換されたお客様側で対処をお願いすることになります。

現 象 原　因 対　処　方　法　

 不点灯
　 ・
 ランプ
の寿命が
　短い

ランプピンとランプソケットの接続は    ランプを入れ直してください。接触片が変形している場合はソケットを交換して
完全ですか　　　　　　　　　　　　　　ください。

調光器が接続されていませんか　　　　　インバータは調光出来ません。調光器を外してください。

インバータの結線は、確実に行われて　　結線を確認してください。端子台にしっかりと接続されていることを確認してく
いますか　　　　　　　　　　　　　　　ださい。ランプ線の長さが片道3ｍ以下であることを確認してください。

絶縁不良　　　　　　　　　　　　　　　電線の被覆が傷ついていないか確認してください。

電源電圧が低くないですか　　　　　　　電源電圧は、±6％の範囲でご使用ください。

保護回路が働いている                　電源を入れ直してください。

使用ランプを間違えていませんか　　　　本体に表示された適合する蛍光ランプをご使用ください。　　　　　　　　　　

故 障 診 断

特にご注意を
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端子部に張力がかからないようにしてください。
またリード線はたるまないようにしてください。

照明器具の反射板等でリード線を
かまないようにしてください。

電源線とランプ配線が接触しないように
必ず間隔をあけてください。

2.安定器のリード線をインバータと配線ができるように切断
　してください。

3.インバータをネジでしっかりと固定してください。
　器具本体にアース端子が付いていない場合は、アース線を
　インバータにネジで確実に共締めしてください。[図1]
　注)インバータ外郭と器具(金属部)を電気的に接続してください。

4.結線は[図2]のように行ってください。

5.取り付け後、照明器具の反射板など確認しやすい位置に付属の
　「適合ランプ」シールを必ず貼ってください。

  　端子5.6に接続する側の2本のランプ端は
   必ず直列接続してください。
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